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実施時期は、平成 24年 6月～8月、配布数は 1078通。回答はすべての都道府


















































④ 年間 4回以上の授業研究を実施していること。 
⑤ 授業研究においては、毎回、全教師による研究協議会を実施していること。 
⑥ 長期にわたる推進過程を研究対象とすることから、複数の教師からのイン
タビューが可能であり、かつ学習指導案や授業記録などの資料の入手が可能
であること。 
インタビューでは、次の 4 点を共通に質問し、その上で、授業研究に関する
思いやエピソードを自由に語ってもらった。 
・授業研究スタート時や研究発表会が決まった時の思い、感想 
・授業研究における管理職の存在、役割 
・授業研究を進める上でミドルリーダーとその役割 
・授業研究を進める上での困難や喜び 
インタビューを依頼する教師については、年齢や経験年数など、その学校の教
員構成上の特徴が表れるように選定し、依頼した。 
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・校長、副校長などの管理職 
・研究主任など授業研究を推進するリーダー的な教師 
・若手教師や転任して間もない教師など、フォロワーとして授業研究に参加
していた教師 
 
分析の結果、以下のことが明らかになった。 
① 組織的な授業研究の推進要因には、個々の教師の効力感の獲得と同僚性の
形成があり、そのことが実証的に確認された。 
② 研究主任などのミドルリーダーによって、教師間のコミュニケーションが
広がり、そのことが教師たちに授業研究における自己の存在感を感じさせた
り、授業研究への主体的な参加を促したりすることにつながっていることが
明らかになった。 
③ 授業研究の推進過程で生起する問題に対しては、まずはミドルリーダーが
問題状況を見極めることが必要であることが分かった。また、見極めから改
善策の検討・実施に至る過程では、複数の教師がミドルリーダーとしてリー
ダーシップを発揮し、ミドルリーダー間で相談と分担が行われていることが
認められた。 
④ 校長のリーダーシップについては、指導助言機能の面を重視する校長もい
れば、教師の学習環境の整備を重視する校長もみられ、多様であった。しか
し、教師たちの学習を保障し、子どもたちの学習の深まりや発達につながる
授業研究を推進するという観点は共通していることが分かった。 
 
終章では、第 5 章で得られた結果を教育課程経営の視点から考察し、以下の
ことを結論として導き出した(p.7図)。 
① 組織的な授業研究の推進要因は、教育課程経営の実施経営過程の中心であ
る個々の教師の効力感の獲得と同僚性の形成にあった。効力感の獲得とは、
子どもたちの学習の深まりや発達に対する喜び、自己の授業力量向上の実感
に基づくものであり、同僚性の形成とは、教師が協同的に学び合い授業研究
に取り組むことの充実感・楽しさに基づくものであった。 
② そして、これら教師の効力感の獲得と同僚性の形成には、組織的な授業研
究の推進過程において、それを下支えするというミドルリーダーと校長の役
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割がみられた。 
今後の課題として、次の 3点を示した。 
① 調査対象校を増やしていくこと。 
② 本論文で取り上げた事例校の取り組みに対するさらなる分析と追究をして
いくこと。 
③ 組織的に授業研究を進めていくための校長のリーダーシップのあり方を明
らかにしていくこと。 
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